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第
二
章

　御
坊
祭
の
組
織
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第
一
節
　
小
竹
八
幡
神
社
と
氏
子
組

小
竹
八
幡
神
社
の
由
緒

　

小
竹
八
幡
神
社
の
正
確
な
歴
史
は
不
分
明
な
が
ら
、
現
存
す
る
薗
喜
太
夫
家
文
書
に
あ
る

「
紀
伊
国
日
高
郡
御
薗
庄
小
竹
八
幡
宮
由
緒
覚
」
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
よ
る
と
、
一
九

世
紀
初
頭
に
お
け
る
小
竹
八
幡
宮
に
か
か
る
伝
承
は
概
略
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

薗
浦
八
幡
宮
は
、
天
正
年
中
（
お
そ
ら
く
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
秀
吉
に
よ
る
紀

州
征
伐
）
で
吉
原
御
坊
と
と
も
に
荒
廃
し
、
祭
り
も
中
絶
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
領
主
の
湯
川

氏
の
庇
護
の
も
と
、
八
月
十
五
日
の
祭
礼
に
は
馬
十
頭
を
出
し
て
馬
駈
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
な
り
、
古
寺
内
の
六
左
衛
門
と
い
う
社
家
筋
の
者
が
神
が
か

り
ご
神
託
が
下
り
て
、
祭
礼
を
紀
国
造
家
に
伝
授
し
て
も
ら
い
古
例
の
と
お
り
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
は
新
町
に
あ
っ
た
藩
主
の
御
殿
跡
地
に
遷
宮
し
、
旧

地
は
小
竹
宮
大
神
宮
と
し
て
祀
ら
れ
た
。
遷
宮
の
地
は
、
南
龍
院
（
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣
）

が
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
薗
村
の
下
野
に
御
殿
を
建
て
、
そ
こ
を
新
町
と
称
さ
せ
た
。
と

こ
ろ
が
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
御
殿
を
引
き
取
っ
た
の
で
、
そ
の
跡
地
を
い
た
だ
い
て

八
幡
大
神
御
宮
を
遷
し
た
。
八
月
十
五
日
の
祭
日
に
は
薗
浦
浜
辺
松
原
に
御
旅
所
が
あ
り
、

神
輿
を
渡
御
し
て
御
坊
町
か
ら
ケ
ヒ
ョ
ン
踊
も
出
し
、
南
龍
院
に
も
た
び
た
び
上
覧
い
た
だ

い
た
。
こ
の
ほ
か
、
神
功
皇
后
と
武
内
宿
祢
に
関
す
る
神
話
と
そ
の
遺
跡
に
ま
つ
わ
る
伝
説

が
あ
る
。

　

こ
れ
は
薗
八
幡
神
主
小
竹
石
見
守
が
書
い
た
も
の
で
神
社
側
の
由
緒
と
も
い
え
る
。
こ
の

時
期
に
神
社
の
由
緒
を
必
要
と
す
る
理
由
は
未
詳
な
が
ら
、
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
の
「
紀

伊
国
日
高
郡
御
薗
荘
小
竹
宮
寄
進
帖
」
で
「
御
社
破
壊
に
お
よ
び
、
造
営
な
し
奉
ら
ん
」
と

寄
付
を
呼
び
か
け
て
い
て
、
神
社
の
由
緒
を
訴
え
て
寄
進
を
集
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

小
竹
八
幡
神
社
と
祭
礼

　

由
緒
の
項
で
み
た
よ
う
に
、
戦
乱
で
荒
廃
し
祭
礼
は
中
絶
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
が
、

半
世
紀
余
り
経
過
し
て
経
済
的
に
も
復
活
し
た
十
七
世
紀
後
半
に
ご
神
託
が
下
り
、
祭
り
を

復
活
さ
せ
た
と
い
う
の
が
史
実
に
近
い
と
み
ら
れ
る
。
中
世
は
湯
川
氏
の
庇
護
の
も
と
に
祭

礼
が
行
わ
れ
、
馬
駈
け
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
一
頭
ま
た
は
複
数
頭
に
よ
る
競
べ
馬
、
ま
た

は
流
鏑
馬
と
の
伝
承
も
あ
る
。
紀
伊
国
造
家
が
伝
授
し
た
祭
礼
が
中
絶
前
の
馬
駈
け
で
あ
っ

た
か
は
不
分
明
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
伝
承
が
後
世
ま
で
伝
わ
り
、
時
代
は
下
る
が
蓋
の
表

に
「
御
矢
箱
」、
裏
に
「
享
保
年
中
寄
附
／
池
田
屋
傳
之
烝
」
と
墨
書
の
あ
る
細
長
い
箱
が
神

社
に
残
さ
れ
て
い
る
の
も
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
戯
瓢
踊
の
成
立
が
江
戸
時
代
初
期

に
遡
る
の
で
あ
れ
ば
、
藩
主
南
龍
院
が
た
び
た
び
祭
礼
を
上
覧
し
た
伝
承
と
も
符
合
す
る
。

祭
礼
の
復
興
期
に
戯
瓢
踊
も
祭
り
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

御
坊
祭
で
上
演
さ
れ
る
芸
能
は
、
戯
瓢
踊
の
ほ
か
に
、
下
組
の
雀
踊
、
上
組
・
中
組
・
御

坊
町
の
奴
踊
、
す
べ
て
の
組
が
保
有
す
る
獅
子
舞
と
四
つ
太
鼓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
芸
能
は

神
事
に
含
ま
れ
ず
、「
神
賑
行
事
」
す
な
わ
ち
神
賑
わ
い
と
位
置
付
け
ら
れ
、
四
つ
太
鼓
だ
け

は
さ
ら
に
区
別
さ
れ
て
「
余
興
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
余
興
は
本
祭
の
日
、
芝
で

の
演
技
に
留
ま
り
、
他
の
芸
能
の
よ
う
に
境
内
へ
入
れ
な
い
。
威
勢
の
よ
い
若
中
が
担
ぐ
四

つ
太
鼓
は
一
番
盛
り
上
が
り
人
気
が
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
他
の
組
と
行
き
違
い
を
生
ず
る
機

会
も
多
い
。

　

祭
礼
で
も
う
一
つ
の
見
せ
場
は
「
幟
差
し
」
で
御
坊
祭
の
特
色
で
あ
る
。
布
地
の
幅
に
よ

り
、
幟
の
大
き
さ
が
二
反
、
三
反
、
五
反
に
分
か
れ
、
地
面
に
倒
し
た
幟
を
個
人
の
力
量
で

一
人
で
差
す
（
立
て
る
）
の
を
鳥
居
前
の
芝
や
境
内
で
大
勢
の
参
拝
客
に
見
せ
る
。
幟
差
し

は
御
坊
祭
だ
け
で
な
く
日
高
地
域
の
祭
り
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
若
者
の
一
種
の
芸
で
あ
る
。

祭
礼
用
具
の
な
か
で
幟
を
重
視
す
る
人
は
少
な
く
な
く
、
幟
は
組
の
顔
、
組
の
象
徴
、
組
の

印
、
神
賑
行
事
が
仮
に
取
り
止
め
に
な
っ
た
と
し
て
も
幟
さ
え
あ
れ
ば
宮
入
出
来
る
と
ま
で

断
言
す
る
人
も
あ
る
。
御
坊
町
の
記
録
に
よ
る
と
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
度
は
「
浜
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ノ
御
旅
所
ヘ
ハ
神
輿
ト
各
組
ノ
幟
ノ
ミ
オ
伴
シ
」
と
あ
り
、
幟
だ
け
で
渡
御
を
し
た
年
が
あ

っ
た
。
幟
は
氏
子
組
の
印
で
幟
が
な
い
と
祭
り
が
始
ま
ら
な
い
重
要
な
道
具
で
あ
る
。
一
般

的
に
祭
礼
で
幟
を
立
て
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
神
社
ま
た
は
氏
子
境
な
ど

に
立
て
て
祭
り
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
棹
の
先
に
松
や
榊
を
付
け
て
神
の
依

り
代
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
氏
子
組
ご
と
に
分
か
れ
て
幟
を
所
有
す
る
こ
と
は
珍
し
い
。

御
坊
祭
で
は
祭
り
前
に
竹
を
採
り
に
行
き
幟
を
仕
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
組
が
幟
を
組
境

や
祭
り
宿
に
立
て
る
と
と
も
に
渡
御
に
は
組
の
先
頭
に
立
て
て
巡
行
す
る
。
幟
差
し
を
す
る

の
で
、
新
し
い
弾
力
性
の
あ
る
竹
が
幟
に
は
必
要
と
な
る
。

　

御
坊
祭
は
江
戸
時
代
か
ら
近
代
ま
で
、
し
ば
し
ば
組
々
の
間
で
縺も

つ

れ
る
祭
り
で
あ
っ
た
。

『
御
坊
市
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
古
文
書
に
も
「
薗
浦
八
幡
宮
祭
礼
縺
合
和
談
の
事
」（
文

化
三
年
（
一
八
〇
六
）
御
用
留
）、「
薗
浦
八
幡
宮
祭
礼
縺
合
和
談
の
事
」（
嘉
永
六
年
（
一
八

五
三
）
丑
七
月
）、「
薗
八
幡
宮
祭
礼
執
行
」（
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
午
八
月
十
五
日
）
に

は
、
縺
れ
る
と
な
か
な
か
和
談
が
成
立
せ
ず
、
祭
礼
を
日
延
べ
し
た
り
、
宮
入
を
傘
鉾
だ
け

に
省
略
し
た
り
し
て
、
通
常
の
祭
礼
が
実
施
で
き
な
く
な
り
、
納
め
方
に
苦
労
す
る
こ
と
が

窺
え
る
。
時
代
は
下
る
が
、
紀
南
新
聞
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
月
七
日
版
に
「
紛
擾

で
日
が
暮
れ
た
御
坊
祭
の
渡
御
」、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
九
月
二
十
日
版
に
「
昨
年
の
紛

擾
未
解
決
を
理
由
に
祭
典
に
参
加
せ
ず
」、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月
七
日
版
に
「
四
ツ

太
鼓
の
喧
嘩
か
ら
険
悪
な
空
気
漂
ふ
」
な
ど
の
見
出
し
が
見
え
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
も
状

況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
明
治
時
代
も
お
そ
ら
く
似
た
環
境
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

御
坊
祭
の
装
束
は
ヤ
ッ
コ
（
奴
襦
袢
）
と
呼
ば
れ
る
紺
ま
た
は
黒
の
広
袖
の
袢
纏
に
似
た

襦
袢
と
下
衣
は
オ
コ
シ
（
お
腰
）
と
呼
ぶ
ネ
ル
の
腰
巻
、
頭
に
赤
い
頭
巾
を
か
ぶ
り
首
に
手

拭
い
を
巻
く
姿
が
正
装
と
さ
れ
る
。
ヤ
ッ
コ
は
袖
口
に
細
幅
の
赤
い
布
を
当
て
、
下
着
と
い

う
よ
り
上
衣
に
近
い
着
用
の
仕
方
を
す
る
。
腰
に
カ
イ
ラ
ギ
と
い
う
木
刀
を
さ
し
簡
素
な
帯

を
し
め
る
。
御
坊
町
東
上
組
で
は
「
大
正
三
年
度
祭
礼
木
刀
配
布
」「
大
正
四
年
度
祭
礼
木
刀

受
」
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
毎
年
五
十
本
前
後
の
木
刀
を
配
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

奴
踊
の
先
奴
は
、
ひ
と
き
わ
立
派
な
頭
巾
を
被
り
、
美
し
い
化
粧
回
し
を
つ
け
大
刀
を
二
本

さ
す
。
祭
り
の
神
賑
行
事
に
参
加
す
る
人
は
大
人
か
ら
子
供
ま
で
す
べ
て
こ
の
衣
装
で
、
初

宮
参
り
す
る
当
歳
児
も
同
じ
で
あ
る
。

神
社
名

　

神
社
の
名
称
は
、
第
一
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
「
小
竹
八
幡

神
社
」
と
改
め
た
。
そ
れ
以
前
の
呼
称
は
、
薗
八
幡
宮
（
た
と
え
ば
安
政
五
年
御
用
留
写
）、

薗
浦
八
幡
宮
（
文
化
三
年
お
よ
び
嘉
永
六
年
の
御
用
留
）、
薗
浦
小
竹
八
幡
宮
（
子
九
月
廿
七

日
の
日
付
の
あ
る
古
文
書
）、
小
竹
八
幡
宮
（
文
化
四
年
、
紀
伊
国
日
高
郡
御
薗
庄
小
竹
八
幡

宮
由
緒
覚
）、
小
竹
大
神
宮
（
額
縁
の
外
れ
た
神
額
、
小
竹
八
幡
神
社
蔵
）、
八
幡
宮
（
神
額
、

裏
面
に
「
明
治
廿
八
年
一
月
再
建
／
氏
子
惣
代
／
田
渕
輿
兵
衛
／
細
工
人
／
中
野
庄
治
郎
」）

と
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
地
方
文
書
で
は
、
薗
ま
た
は
薗
浦
と
冠
す
る
場
合

が
多
く
、
な
か
で
も
薗
浦
八
幡
宮
と
い
う
呼
称
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
に
出
て

く
る
神
功
皇
后
の
小
竹
宮
と
関
係
づ
け
た
場
合
、
八
幡
宮
の
前
に
小
竹
の
二
文
字
を
入
れ
る

と
み
ら
れ
る
。

御
鎮
座
本
紀

　

小
竹
八
幡
宮
の
鎮
座
に
つ
い
て
記
述
し
た
と
す
る
和
綴
じ
の
冊
子
が
神
社
所
蔵
文
書
の
な

か
に
三
冊
あ
る
。
標
題
を
列
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

小
竹
八
幡
宮
御
鎮
座
本
紀
写

②　

小
竹
八
幡
宮
御
鎮
座
本
記　

楽
天
荘
主
人
書

③　

紀
小
竹
八
幡
宮
本
記　

全　

紀
小
竹
□
□
□

　

①
の
小
竹
八
幡
宮
御
鎮
座
本
紀
写
は
、
紀
伊
国
造
第
六
十
九
代
紀
昌
長
が
、
御
坊
村
と
薗

村
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
作
成
し
た
も
の
の
写
し
で
あ
る
。
薗

郷
の
土
屋
立
幹
が
書
写
し
た
も
の
を
泉
屋
喜
太
夫
が
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
寄
進
し
た
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も
の
で
あ
る
。
紀
昌
長
に
神
社
の
縁
起
を
依
頼
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
喜
太
夫
家
文
書
に

経
緯
を
書
い
た
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
②
も
紀
昌
長
の
小
竹
八
幡
宮
御
鎮
座

本
紀
の
写
本
で
、「
後
記
」
に
「
島
鈴
木
敬
市
氏
所
蔵
の
写
本
か
ら
う
つ
し
と
っ
た
も
の
を
浄

書
し
た
も
の
で
あ
る
」、「
西
暦
一
九
五
〇
年
昭
和
二
十
五
年
三
月
（
庚
寅
）
／
薗
四
一
五
番

地
に
て
／
南
紀
楽
天
荘
主
人
／
道
観
こ
と
／
井
上
豊
太
郎
識
」
と
あ
る
か
ら
、
井
上
豊
太
郎

が
自
ら
借
用
し
て
書
き
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
巻
末
の
「
後
記
」
の
前
に
「
文
政
五
年

壬
午
孟
春
写
之
／
薗
浦
鈴
木
方
武
判
」
と
あ
り
、
井
上
が
書
写
し
た
写
本
は
文
政
五
年
（
一

八
二
二
）
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
写
本
の
所
蔵
者
と
写
本
を
書
写
し
た
人
物
が
同

姓
で
あ
り
、
あ
る
い
は
所
蔵
者
の
先
祖
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
ま
た
は
昭

和
時
代
ま
で
は
知
ら
れ
た
書
物
と
し
て
ほ
か
に
も
写
本
が
繰
り
返
し
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
③
も
小
竹
八
幡
宮
御
鎮
座
本
紀
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
巻
末
に
本
書
を
作

っ
た
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ａ
八
幡
宮
御
本
紀
は
貞
享
年
中
日
前
宮
の
国

造
紀
の
朝
臣
（
昌
長
）
が
日
本
記
（
日
本
書
紀
）
を
も
と
に
そ
の
ほ
か
の
神
書
に
よ
り
作
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ｂ
文
盲
の
輩
に
わ
か
る
よ
う
に
、
御
本
紀
の
文
を
書
き
抜
き
、
カ
タ
仮
名

を
交
じ
え
て
読
み
や
す
く
し
た
。
ｃ
産
子
の
中
に
は
八
幡
太
神
の
こ
と
を
知
っ
て
も
地
主
神

の
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
が
多
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
聞
き
伝
え
し
こ
と
、
近
年
見
及

ぶ
こ
と
ど
も
を
書
き
添
え
て
こ
の
一
巻
と
な
す
と
あ
り
、
文
中
に
何
か
所
も
推
敲
の
あ
と
が

残
る
。
本
文
を
消
し
た
り
行
間
に
書
き
込
み
が
見
ら
れ
、
付
箋
を
貼
り
上
書
き
す
る
所
も
あ

る
。
そ
し
て
後
半
は
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
古
寺
内
の
六
左
衛
門
に
下
っ
た
託
宣

の
話
や
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
新
町
の
殿
様
御
殿
の
跡
地
に
神
社
を
移
し
た
こ
と
な
ど
を

書
き
連
ね
て
お
り
、「
寛
政
十
三
年
／
酉
三
月
謹
寫
之
」
と
最
後
に
記
し
て
あ
る
。
そ
の
あ
と

に
後
年
の
追
記
が
あ
り
、「
龍
宮
の
社
（
割
二
行
）
享
和
二
年
九
月
廿
七
日
ニ
／
始
テ
遷
宮
ナ

シ
奉
ル
／
新
薗
河
／
金
毘
羅
ノ
社
（
割
二
行
）
文
化
元
年
十
二
月
／
始
テ
遷
宮
ナ
シ
奉
ル
／

橋
本
屋
又
□
池
田
屋
／
此
両
社
ハ
勧
請
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ユ
ヘ
自
今
修
フ
ク
モ
／
ク
ハ
ン
ジ
ヨ
ウ

セ
シ
人
々
ヨ
リ
イ
タ
ス
ハ
ヅ
ナ
リ
」。
そ
の
後
に
②
と
同
じ
井
上
豊
太
郎
が
ペ
ン
書
き
で
、
昭

和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
月
二
十
四
日
に
社
地
が
無
償
下
げ
渡
し
と
な
り
、
氏
子
一
同

ま
す
ま
す
信
を
倍
に
し
て
神
社
の
盛
大
を
期
せ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
の
一
巻
を
寄
進
し
長
く
神

社
の
由
緒
を
知
る
便
と
す
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
と
し
て
い
る
。
以
上
の
よ

う
に
、
③
は
御
鎮
座
本
紀
の
ほ
か
に
「
色
々
雑
考
」
が
付
け
加
え
ら
れ
て
、
何
人
も
の
人
が

書
き
加
え
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
小
竹
八
幡
宮
御
鎮
座
本
紀
」
の
原
本
を
①
が
ほ
ぼ
忠
実
に
書
写
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ

の
内
容
は
、『
日
本
書
紀
』
の
神
功
皇
后
摂
政
元
年
に
、
皇
后
が
紀
伊
国
日
高
に
至
り
わ
が
子

の
太
子
（
の
ち
の
応
神
天
皇
）
と
出
会
い
、
小
竹
宮
へ
遷
宮
す
る
記
事
を
根
拠
に
、
小
竹
宮

の
旧
地
が
小
竹
八
幡
神
社
の
社
地
に
該
当
す
る
と
の
前
提
で
『
日
本
書
紀
』
の
神
功
皇
后
摂

政
前
期
な
ど
か
ら
引
用
し
「
小
竹
八
幡
宮
御
鎮
座
本
紀
」
を
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新

町
の
御
殿
跡
へ
遷
宮
も
終
わ
っ
た
時
期
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
縁
起
を
必
要
と
し
た
の
か
未

詳
で
あ
る
。							










氏
子
組
の
変
遷

　

小
竹
八
幡
神
社
は
、
御
坊
市
薗
に
鎮
座
し
、
御
坊
市
役
所
を
含
む
御
坊
市
の
中
心
部
と
日

高
郡
美
浜
町
（
旧
松
原
村
）
浜
ノ
瀬
を
氏
子
と
す
る
神
社
で
あ
る
。
氏
子
組
は
、
中
組
、
濱

之
瀬
組
、
下
組
、
紀
小
竹
組
、
御
坊
町
、
名
屋
組
、
東
薗
組
、
春
日
組
、
上
組
、
島
組
の
十

組
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
の
中
組
（
通
称
：
新
町
）
に
神
社
が
所
在
す
る
。

　

地
方
文
書
を
み
る
と
、
氏
子
と
し
て
連
署
し
て
い
る
の
は
薗
浦
、
御
坊
村
、
濱
之
瀬
三
か

村
の
庄
屋
、
肝
煎
で
、
江
戸
時
代
は
氏
子
域
が
こ
の
三
か
村
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ

る
。
し
か
し
、
祭
祀
組
織
は
、
例
え
ば
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
丑
七
月
の
「
薗
浦
八
幡
宮

祭
礼
縺
合
和
談
の
事
」
に
名
を
連
ね
る
年
行
司
や
世
話
人
を
み
る
と
、
薗
田
、
紀
小
竹
、
新

薗
川
、
新
町
、
土
手
、
下
野
、
御
坊
村
、
濱
之
瀬
と
あ
り
、
土
手
は
下
組
、
下
野
と
新
町
は

中
組
に
あ
た
る
の
で
薗
の
祭
祀
組
織
は
現
在
よ
り
も
細
分
化
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
文
書

に
は
、「
氏
下
村
役
人
」
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
氏
子
の
ほ
か
に
氏
下
と
い
う
表
記
が
あ
っ
た
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よ
う
で
、
他
の
文
書
で
も
散
見
す
る
。

　

ま
た
、
小
竹
八
幡
神
社
は
、
現
社
地
に
移
転
す
る
以
前
は
上
組
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、「
元

宮
」
と
呼
ば
れ
る
旧
社
地
が
今
も
残
さ
れ
、
御
坊
市
指
定
史
跡
と
し
て
上
組
が
管
理
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
上
組
は
「
御み

輿こ
し

副ぞ
え

」
と
称
し
、
渡
御
な
ど
で
は
神
輿
の
そ
ば
に
付

い
て
行
列
す
る
特
権
を
有
し
て
い
る
。
濱
之
瀬
組
は
田
井
村
、
薗
浦
、
名
屋
浦
漁
民
の
出
郷

と
し
て
発
展
し
た
と
さ
れ
、
境
界
付
近
（
田
井
地
区
側
）
に
御
旅
所
が
あ
る
。
紀
小
竹
は
御

坊
町
の
北
側
に
接
し
、
御
坊
町
の
商
家
の
次
三
男
が
家
を
構
え
町
を
形
成
し
た
と
伝
え
る
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
神
社
合
祀
で
、
名
屋
組
、
春
日
組
、
島
組
が
加
わ
っ
た
。

							










氏
子
総
代
会

　

小
竹
八
幡
神
社
に
は
、
氏
子
各
組
を
代
表
す
る
総
代

と
各
組
の
祭
礼
行
事
を
取
り
仕
切
る
行
司
が
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
別
々
に
会
合
を
も
つ
。
そ
れ
を
氏
子
総
代

会
、
祭
典
行
司
会
と
呼
び
、
そ
こ
で
決
議
し
た
こ
と
を

も
と
に
祭
礼
が
行
わ
れ
る
。

　

総
代
は
各
組
二
人
か
ら
三
人
（
御
坊
町
だ
け
は
四

人
）
で
、
任
期
な
ど
は
な
く
ほ
ぼ
同
じ
人
が
継
続
し
て

務
め
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃
ま
で

は
各
組
総
代
と
は
別
に
宮
世
話
人
が
い
た
。
そ
の
う
ち
宮
世
話
人
も
氏
子
総
代
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
一
人
で
あ
っ
た
総
代
の
人
数
が
増
え
た
と
み
ら
れ
る
。

　

氏
子
総
代
会
は
、
神
社
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
会
で
あ
り
、
総
代
長
、
副

総
代
長
、
会
計
な
ど
の
役
が
あ
る
。

　

祭
典
行
司
会
は
、
秋
の
例
祭
す
な
わ
ち
御
坊
祭
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
会
で
あ
る
。

近
年
は
九
月
一
日
に
氏
子
総
代
会
、
翌
九
月
二
日
に
祭
典
行
司
会
を
催
す
の
が
恒
例
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
各
組
は
祭
り
の
準
備
を
始
め
る
。

　

九
月
一
日
の
氏
子
総
代
会
で
は
、
本
年
度
の
祭
典
を
執
り
行
う
か
ど
う
か
、
開
催
日
程
な

ど
を
決
め
る
の
が
最
大
の
議
案
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
九
月
一
日
の
氏
子
総
代
会
は
、
一
九
時
三
〇
分
か
ら
小
竹
八

幡
神
社
社
務
所
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
日
の
出
席
者
は
宮
司
と
総
代
で
二
十
二
人
で
あ
っ
た
。

実
際
に
は
昨
年
の
祭
り
と
ど
こ
が
変
わ
る
か
な
ど
も
示
し
て
祭
り
を
実
施
す
る
か
が
諮
ら
れ

る
。
そ
の
後
従
前
か
ら
の
確
認
事
項
を
読
み
上
げ
、
翌
日
の
行
司
会
に
提
案
す
る
改
革
案
に

つ
い
て
説
明
を
加
え
、
意
見
を
求
め
た
。
ほ
と
ん
ど
の
資
料
は
宮
司
が
準
備
し
、
資
料
に
基

づ
き
説
明
し
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
が
個
々
の
総
代
か
ら
述
べ
ら
れ
る
。
平
成
三
十
年
度
は
、

本
祭
の
次
第
に
つ
い
て
、
深
夜
に
及
ぶ
祭
り
の
終
了
時
刻
を
少
し
で
も
早
く
す
る
た
め
の
策

と
し
て
、
御
旅
所
か
ら
戻
っ
た
あ
と
神
社
で
の
宮
入
行
事
ま
で
の
時
間
を
短
縮
す
る
案
が
宮

司
か
ら
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
御
旅
所
行
事
が
現
在
は
御
旅
所
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
還
御

後
改
め
て
宮
入
を
し
た
あ
と
に
獅
子
舞
や
奴
踊
な
ど
の
神
賑
行
事
を
神
社
で
行
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

祭
典
行
司
会

　

氏
子
総
代
会
の
決
定
を
受
け
て
、
例
年
九
月
二
日
、
祭
典
行
司
会
が
開
催
さ
れ
る
。
宮
司
、

氏
子
総
代
会
か
ら
代
表
一
人
、
各
組
の
行
司
全
員
が
出
席
し
、
祭
礼
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
運

営
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
る
。
行
司
は
、
祭
礼
に
関
し
て
各
組
の
総
責
任
者
と
し
て
の
役

割
を
も
ち
、
各
組
二
人
か
ら
三
人
が
選
出
さ
れ
る
。
実
務
的
な
こ
と
は
下
位
の
役
職
に
任
す

が
、
重
要
な
事
柄
の
決
定
や
節
目
の
行
事
に
は
出
席
し
、
各
組
の
祭
礼
全
般
を
統
括
す
る
。

例
祭
後
の
総
代
の
日
程

　

平
成
三
十
年
度
は
、
十
月
六
日
は
カ
サ
ヤ
ブ
チ
で
獅
子
舞
が
氏
子
の
家
を
ま
わ
る
が
、
氏

子
総
代
は
神
社
で
一
〇
時
か
ら
祭
り
で
使
用
し
た
道
具
類
を
収
納
す
る
御
道
具
納
め
を
行
い
、

そ
の
あ
と
一
一
時
か
ら
総
代
会
（
直
会
）
と
な
る
。

2-1　氏子総代会
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2-3　小竹八幡神社氏子域概略図 2-2　小竹八幡神社氏子組

中組

濱之瀬組

下組

紀小竹組

御坊町

名屋組

東薗組

春日組

島組

上組

なか ぐみ

はま  の     せ  ぐみ

しも ぐみ

  き     し    の  ぐみ

 ご   ぼうちょう

  な    や  ぐみ

ひがしその ぐみ

かす が  ぐみ 

しま ぐみ

かみ ぐみ

表2-1　組織の概略

役　職 役　割 備　考

氏子総代

組選出、年間を通じて神社の
世話
祭礼では、神事、渡御に参加
するが、神賑行事や余興には
直接関与しない

各組２人から３人
（御坊町は４人）

世話人衆（殿中）

・行司 組から選出された祭礼の総責
任者 各組２人から３人

・先奴 行列の先導役、
奴踊、雀踊の踊り子頭等

１人（上組、中組、下組、御
坊町、濱之瀬組）

・取締（世話人） 若
わか

い衆
し

の指導・監督
屋台の担当 若い衆上がりの約40歳以上

若
わか

い衆
し

(若中)

・若頭筆頭
（組頭筆頭、組頭、若頭） 若い衆のまとめ役 数名

・若中
(若衆頭、若頭、組頭）

四つ太鼓の担当、獅子舞の舞
い手等 20歳から40歳前後

子供中

・乗り子 四つ太鼓の太鼓打ち 10才前後の少年

道中笛、ろうそく持ち等 女児も参加
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2-3　小竹八幡神社氏子域概略図 2-2　小竹八幡神社氏子組

中組

濱之瀬組

下組

紀小竹組

御坊町

名屋組

東薗組

春日組

島組

上組

なか ぐみ

はま  の     せ  ぐみ

しも ぐみ

  き     し    の  ぐみ

 ご   ぼうちょう

  な    や  ぐみ

ひがしその ぐみ

かす が  ぐみ 

しま ぐみ

かみ ぐみ

第
二
節
　
氏
子
組
の
組
織

　

御
坊
祭
で
は
氏
子
組
ご
と
に
祭
礼
組
織
を
形
成
し
、
運
営
に
あ
た
る
。
氏
子
組
に
よ
り
若

干
の
違
い
が
あ
る
が
次
の
よ
う
な
組
織
形
態
で
あ
る
。

　

氏
子
総
代
は
年
間
を
通
じ
て
神
社
全
般
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
担
当
す
る
。
祭
礼
で
は
、

執
行
の
権
限
を
も
っ
て
お
り
、
神
事
や
渡
御
に
参
加
す
る
が
、
神
賑
行
事
や
余
興
に
は
直
接

関
与
し
な
い
。

　

氏
子
組
に
お
け
る
祭
礼
の
総
責
任
者
が
行
司
で
あ
る
。
行
司
の
も
と
、
取
締
、
世
話
人
な

ど
と
呼
ば
れ
る
お
お
む
ね
四
十
歳
以
上
の
男
性
が
つ
く
役
職
が
あ
り
、
そ
の
下
に
若
衆
頭
、

若
中
、
組
頭
な
ど
と
呼
ば
れ
る
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
前
後
の
男
性
か
ら
構
成
さ
れ
る
若わ
か

い
衆し

の
組
織
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

取
締
（
世
話
人
）
以
上
の
役
職
は
、
祭
礼
の
宿
も
若
い
衆
の
宿
（
若
衆
宿
）
と
別
に
す
る

組
も
あ
る
。
取
締
は
主
に
屋
台
を
担
当
し
、
普
段
は
若
い
衆
の
指
導
、
監
督
を
行
う
。

　

若
い
衆
は
、
文
字
通
り
組
の
若
衆
の
組
織
で
祭
礼
の
諸
準
備
、
稽
古
を
行
い
、
祭
礼
当
日

は
四
つ
太
鼓
、
獅
子
舞
、

幟
差
し
な
ど
を
主
に
担

当
す
る
。

　

ま
た
、
各
組
の
若
い
衆

か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表

者
で
若
衆
頭
連
合
会
を

組
織
し
、
十
月
四
日
の
宵よ

宮み
や

の
夜
に
余
興
行
事
の

四
つ
太
鼓
の
合
同
行
進

を
主
催
し
行
っ
て
い
る
。

　

各
氏
子
組
の
組
織
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
組

　

御
坊
市
薗
の
南
西
部
、
一
部
名
屋
地
域
を
含
ん
で
い
る
。
御
坊
祭
の
氏
子
域
で
は
、
西
側

に
位
置
し
、
小
竹
八
幡
神
社
が
地
域
内
に
あ
る
。

　

中
組
は
通
称
を
「
新
町
」
と
い
い
、
八
幡
筋
と
呼
ば
れ
る
小
竹
八
幡
神
社
の
鳥
居
前
か
ら

東
に
延
び
る
県
道
日
高
港
線
付
近
を
境
に
北
部
の
新
町
地
区
と
南
部
の
下
野
地
区
に
大
き
く

分
か
れ
て
い
る
。
幟
の
中
に
も
「
新
町
」「
下
野
」
と
染
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

　

中
組
は
、
地
域
の
中
に
神
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
入
で
は
第
一
番
を
務
め
る
。
神
輿
の

組
立
て
、
鳥
居
の
板
囲
い
な
ど
神
社
の
準
備
を
受
け
持
ち
、「
小
竹
宮
御
神
前
」
と
染
め
ら
れ

た
神
社
幟
を
た
て
る
役
割
も
担
当
す
る
。
神
輿
渡
御
で
は
、
先
頭
を
行
く
大
麻
、
太
鼓
（
叩

き
役
）、
大
榊
、
神
輿
の
前
で
運
行
指
揮
す
る
鬼
を
担
当
す
る
。

　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
「
御
坊
新
町
組
定
書
」
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
十
月
三
日
に

は
行
司
か
ら
こ
の
定
書
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

の
「
御
坊
村
御
用
留
」（
薗
浦
八
幡
宮
祭
礼
縺
合
和
談
の
事
）
に
は
、
亥
年
（
一
八
五
一
）
の

祭
礼
参
加
組
と
し
て
「
新
町
」「
下
野
」
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、

新
町
と
下
野
は
別
々
で
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

主
な
役
職
と
し
て
、
行
司
、
先
奴
、
世
話
人
、
若わ
か
い
し
が
し
ら

衆
頭
が
あ
る
。
ま
た
、
神
社
の
役
と
し

て
、
氏
子
総
代
、
神
輿
舁
き
を
務
め
る
。

　

役
職
が
複
数
人
の
場
合
、
北
側
の
新
町
地
区
と
南
側
の
下
野
地
区
で
基
本
的
に
同
数
と
す
る
。

　

氏
子
総
代
は
、
二
人
で
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
交
代
す
る
場
合
は
、
辞
任
す
る
総

代
が
後
継
を
指
名
す
る
場
合
が
多
い
。
十
月
三
日
に
新
町
地
区
の
総
代
宅
前
に
傘
鉾
を
た
て

る
。
こ
の
日
は
骨
組
に
ビ
ニ
ー
ル
の
幕
を
張
り
、
四
日
の
朝
に
幕
を
張
る
。
そ
の
後
、
傘
鉾

は
神
社
に
運
ぶ
。

　

行
司
は
二
人
を
置
き
、
中
組
の
祭
礼
責
任
者
と
し
て
、
中
組
の
祭
礼
行
事
全
般
を
統
括
指

揮
す
る
。
お
お
む
ね
五
十
歳
以
上
の
者
が
務
め
る
。
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
交
代
す
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る
場
合
は
、
辞
任
す
る
行
司
が
後
継
を
指
名
す
る
場
合
や
世
話
人
で
相
談
し
て
決
め
る
場
合

が
あ
る
。

　

先
奴
は
、
世
話
人
の
中
か
ら
話
し
合
い
で
選
出
さ
れ
る
。
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。

祭
礼
中
は
、
奴
踊
の
踊
り
手
、
巡
行
の
先
頭
を
行
き
、
指
揮
采
配
を
す
る
。

　

世
話
人
は
、
主
に
屋
台
、
奴
踊
の
歌
い
手
を
担
当
し
、
若わ
か
い
し
が
し
ら

衆
頭
の
監
督
を
す
る
。
年
齢
や

定
員
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
若
衆
頭
を
終
え
た
お
お
む
ね
四
十
歳
か
ら
五
十
五
歳
の
者
が

務
め
る
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
は
十
九
人
で
あ
っ
た
。

　

若
衆
頭
は
、
年
齢
や
定
員
は
定
め
て
い
な
い
が
、
学
生
を
卒
業
し
た
四
十
歳
位
ま
で
の
者

が
務
め
る
。
令
和
元
年
は
十
九
人
で
あ
っ
た
。
奴
踊
の
踊
り
手
、
四
つ
太
鼓
の
担
ぎ
手
は
皆

で
担
当
す
る
が
、
若
衆
頭
連
合
会
、
四
つ
太
鼓
、
幟
、
乗
り
子
係
、
獅
子
舞
の
舞
手
、
笛
、

太
鼓
、
締
太
鼓
等
の
担
当
を
話
し
合
い
で
決
め
る
。
担
当
は
、
毎
年
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
ま
た
、
複
数
の
役
を
担
当
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

学
生
や
子
供
、
若
衆
頭
に
加
入
し
て
い
な
い
祭
礼
日
だ
け
の
参
加
者
は
、
主
に
四
つ
太
鼓

の
担
ぎ
手
を
す
る
。

　

初
寄
合
は
、
氏
子
総
代
会
、
祭
典
行
司
会

の
後
の
九
月
三
日
か
ら
七
日
頃
に
小
竹
八
幡

神
社
内
の
参
集
所
で
行
司
、
世
話
人
、
若
衆

頭
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

初
寄
合
で
は
、
祭
礼
へ
の
参
加
を
決
定
し
、

行
司
会
で
の
決
定
事
項
の
伝
達
や
そ
の
他
に

つ
い
て
話
し
合
う
。

　

宿
は
、
世
話
人
が
集
ま
る
宿
と
若
衆
頭
が

集
ま
る
宿
が
あ
る
。
世
話
人
が
集
ま
る
宿
は

殿
中
宿
ま
た
は
連
中
宿
と
呼
ば
れ
る
（
以
下
、

殿
中
宿
と
記
載
す
る
）。

　

殿
中
宿
で
は
、
神
社
費
及
び
祭
礼
費
の
集
金
、
諸
準
備
を
行
う
。
九
月
二
十
日
前
後
に
宿
開

き
を
し
、
祭
礼
ま
で
毎
晩
宿
を
開
け
る
。
宿
開
き
に
は
、
行
司
が
出
席
し
挨
拶
を
行
い
乾
杯
す

る
。
前
年
の
十
月
六
日
に
翌
年
の
殿
中
宿
を
定
め
て
依
頼
す
る
。
承
諾
を
得
ら
れ
た
ら
過
去
の

書
類
や
提
灯
等
の
世
話
人
の
書
類
を
翌
年
の
祭
礼
ま
で
預
か
っ
て
も
ら
う
。

　

若
衆
宿
で
は
、
獅
子
舞
や
乗
り
子
、
道
中
笛
の
練
習
、
寄
付
集
め
、
諸
準
備
を
行
う
。
宿

開
き
は
、
初
寄
合
後
の
九
月
四
日
か
ら
十
日
頃
に
行
い
、
道
具
出
し
や
今
後
の
予
定
な
ど
を

話
し
合
う
。
場
所
は
、
小
竹
八
幡
神
社
境
内
の
参
集
所
で
あ
る
。
十
月
四
日
、
五
日
は
神
社

の
参
集
所
は
使
え
な
く
な
る
の
で
、
民
家
や
空
き
家
を
宿
と
し
て
使
う
。

　

十
月
三
日
の
夕
方
、
殿
中
宿
と
若
衆
宿
で
そ
れ
ぞ
れ
飲
食
し
た
後
若
い
衆
が
殿
中
宿
に
行

司
、
世
話
人
を
迎
え
に
い
く
。

　

若
衆
宿
で
は
、
行
司
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
毎
年
で
は
な
い
が
「
天
保
の
定
書
」
を
行
司
か

ら
一
同
に
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
、
奴
踊
、
獅
子
舞
、
四
つ
太
鼓
・
屋
台
の

地じ

下げ

ま
わ
り
を
行
う
。

　

十
月
六
日
は
、
傘か
さ

破や
ぶ

ち
と
呼
び
、
祭
礼
用
具
の
片
付
け
と
寄
付
を
貰
っ
た
と
こ
ろ
に
獅
子

舞
の
お
礼
ま
わ
り
に
い
く
。　

　

会
計
は
、
殿
中
宿
と
若
衆
宿
で
分
か
れ
て
い
る
。
若
い
衆
と
世
話
人
と
別
で
寄
付
集
め
に

ま
わ
る
。

　

奉
納
芸
能
は
、
奴
踊
と
、
獅
子
舞
で
あ
る
。
奴
踊
は
、
十
月
三
日
、
四
日
、
五
日
の
三
回

踊
る
。
練
習
は
、
九
月
二
十
七
日
頃
か
ら
三
日
間
程
度
行
う
。

　

獅
子
舞
の
練
習
は
、
九
月
十
日
頃
か
ら
行
う
。
舞
い
手
、
笛
、
太
鼓
は
若
衆
頭
が
行
う
。

道
中
笛
は
子
供
が
吹
く
。
指
導
は
、
世
話
人
が
行
う
が
、
若
衆
頭
が
指
導
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

主
な
祭
礼
用
具
は
、
傘
鉾
、
幟
、
額
、
屋
台
、
四
つ
太
鼓
（
大
一
・
小
一
）、
高
張
提
灯
、

弓
張
提
灯
で
あ
る
。

　

屋
台
は
、
十
月
四
日
と
五
日
の
宵
宮
と
本
祭
に
使
用
す
る
「
じ
ょ
う
屋
台
」
と
十
月
一
日

か
ら
三
日
の
地
下
ま
わ
り
、
十
月
六
日
の
獅
子
舞
の
お
礼
ま
わ
り
の
と
き
に
使
う
「
仮
屋
台
」
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と
呼
ば
れ
る
二
つ
あ
る
。

　

四
つ
太
鼓
の
乗
り
子
六
人
（
大
四
人
、
小
二
人
）
は
、
子
供
が
立
候
補
し
、
非
公
開
で
行
う

若
衆
頭
の
決
定
会
議
を
経
て
決
定
す
る
。
決
定
次
第
、
保
護
者
の
了
承
を
得
、
決
定
会
議
の
翌

日
か
ら
練
習
が
は
じ
ま
る
。

　

四
つ
太
鼓
の
組
み
立
て
は
、
九
月
二
十
日
頃
か
ら
行
う
。
縄
で
丁
寧
に
固
定
す
る
の
で
組

み
立
て
が
完
了
す
る
ま
で
一
日
約
二
時
間
、
合
計
で
四
日
間
程
度
か
か
る
。
そ
れ
ま
で
は
、

四
つ
太
鼓
を
仮
組
み
し
て
乗
り
子
の
練
習
を
す
る
。

濱
之
瀬
組

　

御
坊
市
西
隣
の
日
高
郡
美
浜
町
（
旧
松
原
村
）
に
属
し
て
い
る
。
御
坊
祭
で
は
、
唯
一
美

浜
町
か
ら
参
加
し
て
い
る
氏
子
組
で
、
氏
子
域
で
は
、
南
西
部
に
位
置
し
て
い
る
。
北
側
は

美
浜
町
の
吉
原
地
区
、
田
井
地
区
に
接
し
、
西
側
は
太
平
洋
に
面
し
、
煙え
ん

樹じ
ゅ

ヶ
浜は
ま

が
あ
る
。

南
側
は
日
高
港
が
あ
り
、
西
川
と
合
流
し
た
日
高
川
が
太
平
洋
に
注
い
で
い
る
。
ま
た
、
御

旅
所
が
、
吉
原
地
区
と
田
井
地
区
と
の
境
界
（
田
井
地
区
側
）
に
あ
る
。

　

神
輿
渡
御
の
お
渡
り
道
、
御
旅
所
の
清
掃
や
渡
御
準
備
は
濱
之
瀬
組
の
役
割
に
な
っ
て
い

る
。
神
輿
渡
御
で
は
、
太
鼓
持
、
神
輿
の
後
ろ
に
つ
く
鬼
を
担
当
す
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
記
さ
れ
た
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
「
濱
瀬
村
」
の
項
に
「
田
井
村
薗
村

新
田
」
と
但
し
書
き
し
て
、「
薗
浦
の
南
七
町
海
濱
に
あ
り
寛
文
頃
よ
り
財
部
荘
田
井
村
薗
荘

薗
浦
名
屋
荘
名
屋
村
よ
り
開
墾
せ
し
地
な
り
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
は
村
は
成
立

し
て
お
ら
ず
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
記
さ
れ
た
『
日
高
鑑
』
に
は
、
田
井
領
内
に
濱

之
瀬
と
称
さ
れ
る
地
域
が
開
発
さ
れ
、
少
し
ず
つ
収
穫
の
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
、
新
田
検
地
を
受
け
、『
浜
之
瀬
浦
元
禄
検
地
帳
』
に
よ
れ
ば

浜
之
瀬
浦
の
村
高
と
領
域
が
確
定
し
た
。

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
『
御
坊
村
御
用
留
』
に
収
め
ら
れ
る
「
薗
浦
八
幡
宮
祭
礼
縺

合
和
談
の
事
」
に
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
祭
礼
参
加
組
と
し
て
「
浜
之
瀬
」
の
名

が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

行
司
二
人
、
先
奴
一
人
、
鬼
二
人
、
世
話
人
筆
頭
、
世
話
人
、
若
衆
頭
で
あ
る
。
神
社
の

役
と
し
て
、
氏
子
総
代
三
人
、
太
鼓
持
ち
一
人
、
神
輿
鬼
一
人
、
神
輿
舁
き
三
人
で
あ
る
。

神
社
の
役
の
人
選
は
、
浜
ノ
瀬
区
が
行
っ
て
い
る
。
六
十
歳
前
後
の
者
が
務
め
る
こ
と
が
多

い
。
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。

　

行
司
は
、
濱
之
瀬
組
の
祭
礼
責
任
者
と
し
て
、
濱
之
瀬
組
の
祭
礼
行
事
全
般
を
統
括
指
揮

す
る
。
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
九
月
二
日
に
開
催
さ
れ
る
祭
典
行
司
会
に
は
前
年
度

の
行
司
が
出
席
す
る
。
祭
典
行
司
会
終
了
後
す
ぐ
に
、
行
司
出
席
の
も
と
若
中
初
寄
合
を
開

催
す
る
。
初
寄
合
終
了
後
、
若
中
が
行
司
の
自
宅
に
出
向
き
、
当
該
年
度
も
行
司
を
依
頼
す

る
。
行
司
が
交
代
す
る
と
き
は
、
若
中
初
寄
合
後
、
正
式
に
依
頼
す
る
。
新
し
い
行
司
候
補

が
不
在
の
場
合
は
、
行
司
決
定
が
九
月
三
日
以
降
の
場
合
も
あ
る
。
実
務
は
、
世
話
人
筆
頭

が
行
う
の
で
、
寄
合
、
御
旅
所
の
準
備
等
出
席
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
行
事
以
外
は
、

毎
回
宿
に
出
向
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

世
話
人
は
、
四
十
歳
か
ら
五
十
歳
男
性
が
務
め
、
四
つ
太
鼓
世
話
人
、
屋
台
世
話
人
に
分

か
れ
る
。
五
十
歳
に
な
る
と
世
話
人
筆
頭
と
な
る
。
世
話
人
筆
頭
は
行
司
を
補
佐
し
、
祭
礼

準
備
か
ら
終
了
ま
で
若
中
全
体
の
実
務
を
統
括
す
る
。
そ
の
た
め
、
練
習
に
は
毎
回
参
加
し
、

宿
の
管
理
を
す
る
。

　

若
衆
頭
は
、
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
の
男
性
で
約
二
十
人
で
構
成
さ
れ
る
。
四
つ
太
鼓
の

担
当
、
屋
台
の
担
当
に
分
か
れ
て
い
る
。
四
つ
太
鼓
担
当
は
、
さ
ら
に
乗
り
子
係
や
若
衆
頭

連
合
会
の
係
に
分
か
れ
る
。

　

若
衆
頭
、
世
話
人
と
は
別
に
幟
を
担
当
す
る
組
織
が
あ
る
が
近
年
は
人
員
が
少
な
く
、
複

数
の
役
を
兼
ね
る
場
合
が
多
い
。

　

世
話
人
、
若
衆
頭
を
総
称
し
て
若
中
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
十
六
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で

を
奴
と
呼
び
、
地
域
の
男
性
は
十
六
歳
に
な
る
と
祭
礼
参
加
の
有
無
に
関
係
な
く
一
員
に
な

る
。
人
員
不
足
の
た
め
に
若
中
の
年
齢
の
上
限
を
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
頃
に
四
十
五
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歳
か
ら
五
十
歳
に
引
き
上
げ
た
。

　

先
奴
、
鬼
二
人
、
額
持
ち
、
傘
鉾
持
ち
、
警
護
、
相
談
役
は
、
五
十
歳
以
上
の
年
齢
で
任

期
は
な
い
。
若
中
か
ら
依
頼
す
る
。

　

祭
礼
期
間
中
は
、
濱
ノ
瀬
住
民
会
館
を
宿
に
し
て
い
る
。

　

祭
典
行
司
会
終
了
後
、
そ
の
日
の
う
ち
に
行
司
出
席
の
も
と
若
中
初
寄
合
が
開
催
さ
れ
る
。

行
司
か
ら
祭
典
行
司
会
で
の
決
定
事
項
や
注
意
事
項
の
報
告
が
あ
る
。
組
と
し
て
奉
納
芸
、

余
興
（
四
つ
太
鼓
）
の
参
加
を
決
定
し
た
後
、
今
後
の
予
定
を
話
し
合
う
。
行
司
は
報
告
終

了
後
に
退
席
、
帰
宅
す
る
。
若
中
は
、
行
司
の
自
宅
に
行
き
、
当
該
年
度
も
行
司
を
引
き
受

け
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
に
行
く
。
行
司
が
交
代
す
る
と
き
は
、
若
中
初
寄
合
以
降
正
式
に
依

頼
に
行
く
。
祭
礼
道
具
、
宿
（
会
館
）
は
浜
ノ
瀬
区
が
管
理
し
て
い
る
た
め
組
か
ら
区
に
対

し
て
貸
出
し
を
依
頼
す
る
。
ま
た
、
区
民
に
対
し
て
お
渡
り
道
の
清
掃
や
寄
付
の
協
力
を
頼

む
た
め
の
、
区
会
議
員
、
班
長
合
同
会
議
の
開
催
を
浜
ノ
瀬
区
に
要
請
す
る
。

　

御
旅
所
の
準
備
は
、
濱
之
瀬
組
の
役
割
に
な
っ
て
お
り
、
九
月
第
三
日
曜
日
頃
に
実
施
す
る
。

　

奴
衣
装
の
背
中
に
つ
け
る
型
と
呼
ば
れ
る
組
印
は
若
衆
頭
が
手
作
り
で
十
月
一
日
ま
で
に

作
成
す
る
。

作
成
の
方
法

は
、
ま
ず
、
組

印
の
形
の
和

紙
を
二
枚
貼

り
合
わ
せ
、
そ

の
中
に
お
多

福
の
絵
の
印

を
押
し
、
色
を

付
け
る
。
そ

の
後
、
縁
に
金

色
の
紙
を
貼
る
。
裏
面
に
は
「
濵
之
瀬
若
中
印
」
を
押
す
。
こ
の
裏
面
の
印
を
押
し
て
い
な

い
場
合
は
無
効
と
な
る
。

　

濱
之
瀬
組
で
は
、
組
の
役
職
名
、
構
成
員
の
名
前
を
書
い
た
連
名
簿
を
作
成
し
、
組
の
人

員
を
把
握
し
て
い
る
。
連
名
簿
を
も
と
に
十
月
一
日
に
作
成
し
た
型
を
配
布
し
、
十
月
六
日

に
使
用
料
と
と
も
に
返
却
し
て
も
ら
う
。

　

十
月
三
日
の
夜
は
、
宿
前
で
獅
子
舞
を
舞
っ
た
後
、
地
域
内
を
四
つ
太
鼓
、
屋
台
を
担
い

て
地
下
ま
わ
り
を
す
る
。
十
月
六
日
は
、
区
長
、
総
代
、
行
司
、
依
頼
が
あ
れ
ば
当
該
年
に

新
築
し
た
家
、
役
場
等
約
二
十
か
所
で
獅
子
舞
を
披
露
し
、
祝
儀
を
も
ら
う
。

　

奉
納
芸
能
は
獅
子
舞
で
あ
る
。
獅
子
舞
は
、
九
月
三
日
頃
か
ら
練
習
を
す
る
。
舞
い
手
の
人

選
は
立
候
補
制
で
二
人
一
組
、
六
人
程
度
、
高
校
生
か
ら
三
十
台
前
半
の
年
齢
で
あ
る
。
笛

は
、
二
十
代
か
ら
三
十
代
で
約
三
名
、
太
鼓
（
太
鼓
、
締
太
鼓
）
は
、
二
人
ず
つ
で
二
十
代
か

ら
三
十
代
の
年
齢
で
あ
る
。
な
お
、
道
中
笛
は
、
小
学
四
年
生
か
ら
高
校
生
が
担
当
す
る
。

　

濱
之
瀬
組
は
、
か
つ
て
奴
踊
を
奉
納
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
代
に
子
供

ク
ラ
ブ
（
小
学
四
年
か
ら
六
年
生
）
と
高
齢
者
で
復
活
し
た
も
の
の
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇

一
）
頃
以
降
途
絶
え
て
い
る
。
御
坊
祭
で
は
、
奴
踊
を
奉
納
す
る
組
に
は
、
先
奴
が
あ
る
が
、

そ
の
役
職
は
現
在
も
残
っ
て
い
る
。

　

主
な
祭
礼
用
具
は
、
傘
鉾
、
幟
、
額
、
屋
台
、
四
つ
太
鼓
一
基
、
高
張
提
灯
、
弓
張
提
灯

で
あ
る
。

　

傘
鉾
は
、
十
月
三
日
に
区
長
宅
に
た
て
る
。

　

幟
立
て
は
、
十
月
一
日
〇
時
か
ら
行
う
。
以
前
は
、
十
月
一
日
の
午
前
中
に
行
っ
て
い
た

が
、
平
日
の
午
前
中
は
、
人
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
夜
に
行
っ
て
い
る
。

　

九
月
二
十
日
頃
か
ら
若
中
が
寄
付
集
め
に
ま
わ
る
。
寄
付
の
額
は
定
め
て
い
な
い
。
神
社

の
宮
費
は
、
浜
ノ
瀬
区
が
集
め
る
。
額
は
一
軒
あ
た
り
一
律
で
決
ま
っ
て
い
る
。

2-7　濱之瀬組の型（印）の作成

2-6　濱之瀬組の型（印）の着色過程
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下
組

　

御
坊
市
薗
の
南
部
に
位
置
し
、
北
側
は
御
坊
市
御
坊
、
南
側
は
御
坊
市
名
屋
町
と
接
し
て

い
る
。
大
部
分
が
薗
字
茶
免
に
あ
た
り
、
組
の
通
称
も
「
茶
免
」
と
い
う
。

　

御
坊
祭
の
氏
子
域
で
は
、
中
央
部
や
や
南
側
に
位
置
し
、
北
側
は
下
川
に
沿
う
よ
う
に
御
坊

町
と
接
し
、
南
側
は
名
屋
組
、
東
側
は
東
薗
組
、
西
側
は
中
組
と
接
し
て
い
る
。

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
「
御
坊
村
御
用
留
」（
薗
浦
八
幡
宮
祭
礼
縺
合
和
談
の
事
）
に

は
、
亥
年
（
一
八
五
一
）
の
祭
礼
参
加
組
と
し
て
「
土
手
」
の
名
が
あ
る
。
雀
踊
は
御
坊
祭

で
は
下
組
の
み
伝
承
さ
れ
て
い
る
芸
能
で
、
下
組
の
前
身
は
「
土
手
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
書
か
れ
た
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
薗
浦
の
項
に
「
御
坊
村
の

西
南
五
町
に
あ
り
商
賈
多
く
町
を
な
せ
り　

其
南
北
の
道
を
新し

薗ぞ

芝し
ば

と
い
ひ
東
西
の
道
を
新

町
茶
面
土
手
と
云
ふ　

總
て
四
町
餘
あ
り
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
土
手
と
い
う
地
域
は
、

現
在
の
氏
子
域
よ
り
も
東
側
、
日
高
川
の
右
岸
堤
防
沿
い
に
あ
た
り
、「
茶
免
」「
土
手
」
を

含
む
範
囲
が
氏
子
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

主
な
役
職
は
、
行
司
、
取
締
、
若
頭
、
若
中
で
あ
る
。
神
社
の
役
と
し
て
、
氏
子
総
代
、

神
輿
舁
き
が
あ
る
。

　

氏
子
総
代
は
二
人
で
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
行
司
経
験
者
が
多
い
が
特
に
決
ま
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
退
任
す
る
総
代
が
自
ら
後
任
を
選
ん
で
く
る
場
合
が
多
い
。

　

行
司
は
二
人
で
、
取
締
の
中
か
ら
選
出
す
る
。
任
期
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
祭
典
行

司
会
に
は
、
前
年
度
の
行
司
が
出
席
す
る
。

　

若
中
の
上
の
役
職
を
取
締
と
い
い
、
祭
礼
用
具
の
管
理
は
取
締
が
行
う
。
若
中
か
ら
取
締

に
上
が
る
時
期
は
、
行
司
が
そ
の
都
度
判
断
し
て
指
名
す
る
こ
と
多
い
。
取
締
の
代
表
を
取

締
筆
頭
と
い
う
。

　

青
年
の
組
織
を
若
中
と
呼
ぶ
。
若
中
は
、
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
た
頃
か
ら
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
傘
鉾
や
額
持
ち
は
若
中
が
担
当
す
る
。
若
中
の
中
で
上
位
の
役
職
を
若
頭
と

言
う
。

　

神
輿
舁
き
の
三
人
は
、
若
中
の
中
か
ら
初
寄
合
の
と
き
に
決
め
る
。

　

宿
は
一
か
所
で
同
志
会
館
を
宿
に
し
て
い
る
。

　

九
月
十
日
頃
に
初
寄
合
を
行
う
。
初
寄
合
が
宿
開
き
と
い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

初
寄
合
に
は
、
総
代
、
行
司
、
取
締
、
若
中
全
員
が
出
席
す
る
。

　

十
月
三
日
に
、
上
組
、
中
組
、
下
組
の
挨
拶
が
あ
る
。
下
組
の
若
中
が
そ
れ
ぞ
れ
組
の
宿

へ
挨
拶
を
し
、
そ
の
後
上
組
、
中
組
が
下
組
へ
挨
拶
に
来
る
。
挨
拶
終
了
後
に
、
肩
な
ら
し

を
は
じ
め
る
。

　

十
月
六
日
の
反
省
会
で
行
司
が
今
季
で
退
任
す
る
と
公
表
す
れ
ば
、
翌
年
の
祭
礼
ま
で
に

次
の
行
司
を
誰
に
す
る
か
に
つ
い
て
若
中
、
取
締
で
協
議
し
て
い
く
。

　

奉
納
芸
能
は
、
雀
踊
と
獅
子
舞
が
あ
る
。
雀
踊
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
九
月

に
結
成
さ
れ
た
「
御
坊
下
組
の
雀
踊
保
存
会
」
が
あ
り
、
別
組
織
で
下
組
以
外
で
も
希
望
者

は
参
加
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
、
下
組
の
祭
礼
参
加
者
で
あ
る
。
先
奴
は
、
雀
踊
の

踊
り
子
頭
と
し
て
の
役
割
と
な
っ
て
い
る

　

主
な
祭
礼
用
具
と
し
て
は
、
傘
鉾
、
幟
、
額
、
屋
台
、
四
つ
太
鼓
一
基
、
高
張
提
灯
、
弓

張
提
灯
で
あ
る
。

　

四
つ
太
鼓
の
乗
り
子
は
、
八
月
の
盆
過
ぎ

に
、
若
中
だ
け
で
集
ま
り
協
議
し
、
初
寄
合

ま
で
に
決
定
す
る
。
人
数
が
少
な
い
の
で
下

組
の
子
供
を
優
先
す
る
が
他
の
組
の
子
供
に

乗
り
子
に
な
っ
て
も
ら
う
場
合
も
あ
る
。
そ

の
と
き
は
、
行
司
か
ら
他
の
組
に
依
頼
す
る
。

　

会
計
は
、
若
中
と
取
締
で
分
か
れ
て
い
る
。

　

氏
子
組
の
領
域
が
小
さ
く
人
数
も
少
な
い

が
、
獅
子
舞
、
四
つ
太
鼓
を
出
し
て
い
る
。
雀

踊
に
は
、
小
さ
い
子
供
か
ら
年
配
者
、
三
味
線

2-8　中組若中による挨拶
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方
に
は
女
性
と
幅
広
い
方
が
参
加
し
て
い
る
。

紀
小
竹
組

　

御
坊
市
薗
の
北
東
部
に
位
置
し
、
北
側
は
御
坊
市
湯
川
町
財
部
、
東
側
は
御
坊
市
島
、
南

側
は
御
坊
市
御
坊
と
接
し
て
い
る
。
御
坊
祭
の
氏
子
区
域
で
は
、
中
央
部
北
側
に
位
置
し
、

西
側
は
上
組
、
東
側
は
春
日
組
、
南
側
は
御
坊
町
と
接
す
る
。
紀
小
竹
組
は
、
第
一
紀
小
竹
、

第
二
紀
小
竹
、
第
三
紀
小
竹
、
第
四
紀
小
竹
、
東
紀
小
竹
の
五
つ
の
地
区
か
ら
な
っ
て
い
る
。

組
の
中
央
を
南
北
に
通
る
本
町
通
（
県
道
井
関
御
坊
線
）
に
本
町
商
店
街
が
あ
り
、
商
店
が

多
い
。

　
「
薗
浦
八
幡
宮
祭
礼
縺
合
和
談
の
事
」
に
は
、
嘉
永
四
年
の
祭
礼
参
加
組
と
し
て
「
紀
小

竹
」
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
祭
礼
に
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

主
な
役
職
は
、
行
司
三
人
、
鬼
二
人
、
世
話
人
、
取
締
、
組
頭
筆
頭
、
組
頭
で
あ
り
、
神

社
の
役
と
し
て
、
氏
子
総
代
二
人
、
神
輿
舁
き
三
人
が
あ
る
。

　

行
司
は
三
人
で
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な

い
。
年
齢
は
五
十
歳
か
ら
六
十
歳
代
で
あ

る
。
世
話
人
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
毎
年
八
月
二
十
日
頃
、
組
頭
筆
頭
か

ら
前
年
度
の
行
司
に
当
該
年
度
の
行
司
職
に

つ
い
て
依
頼
す
る
。
行
司
を
退
任
す
る
場
合

は
、
組
頭
の
間
で
適
任
者
を
協
議
す
る
。

　

鬼
は
赤
鬼
と
青
鬼
が
あ
り
、
宮
入
時
の
巡

行
を
先
導
す
る
役
割
が
あ
る
。
世
話
人
の
中

で
誰
が
適
任
者
か
を
組
頭
の
中
で
協
議
し
、

初
寄
合
前
後
に
依
頼
す
る
。

　

世
話
人
は
、
約
四
十
五
歳
以
上
の
年
齢
で
組
の
相
談
役
的
な
存
在
で
あ
る
。

　

取
締
は
、
約
三
十
六
歳
か
ら
四
十
五
歳
の
年
齢
で
主
な
役
割
と
し
て
祭
礼
用
具
の
管
理
が

あ
る
。
用
具
を
新
調
す
る
と
き
に
は
、
組
頭
か
ら
取
締
に
要
望
し
、
最
終
的
に
行
司
に
承
諾

を
も
ら
う
。
取
締
か
ら
組
頭
に
新
調
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

練
習
時
に
は
芸
能
の
指
導
も
す
る
。
年
齢
の
上
の
学
年
を
取
締
筆
頭
と
呼
ん
で
い
る
。

　

組
頭
は
、
二
十
歳
か
ら
三
十
五
才
の
年
齢
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
組
頭
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
二
十
歳
か
ら
と
決
ま
っ
て
い
る
。
二
十
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
で
も
入
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
二
十
歳
未
満
は
祭
礼
に
参
加
し
て
い
て
も
組
頭
に
は
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実

務
的
な
こ
と
に
つ
い
て
全
体
を
統
括
す
る
の
が
組
頭
筆
頭
で
あ
る
。
組
頭
筆
頭
は
同
学
年
の
人

で
担
当
す
る
の
で
、
毎
年
人
数
が
異
な
る
。
組
頭
と
取
締
で
会
計
を
別
に
し
て
い
る
。

　

組
頭
筆
頭
を
中
心
に
組
頭
が
祭
礼
に
関
す
る
諸
準
備
を
行
い
、
取
締
が
祭
札
用
具
を
管
理

し
、
世
話
人
が
協
力
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

　

神
輿
舁
き
は
三
人
で
、
総
代
が
本
人
に
依
頼
し
て
決
定
す
る
。

　

宿
は
一
か
所
で
第
一
紀
小
竹
会
場
を
宿
に
し
て
い
る
。
会
場
に
道
具
も
保
管
し
て
い
る
。

獅
子
舞
等
の
練
習
も
宿
で
行
う
。
十
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
個
人
宅
や
店
を
借
り
て

取
締
宿
を
開
く
。
取
締
宿
に
世
話
人
、
行
司
も
集
ま
る
。
取
締
宿
が
開
く
ま
で
は
組
頭
の
宿

に
上
位
の
役
職
の
人
も
顔
を
出
す
。

　

初
寄
合
（
宿
開
き
）
の
日
は
、
九
月
第
一
土
曜
日
か
第
二
土
曜
日
頃
に
開
催
す
る
こ
と
が

多
く
、
行
司
、
世
話
人
、
取
締
、
組
頭
と
全
役
員
が
出
席
す
る
。
組
の
役
員
で
は
な
い
が
、

総
代
も
出
席
す
る
。

　

初
寄
合
の
約
一
週
間
後
に
取
締
の
寄
合
が
あ
る
。
取
締
寄
合
で
は
、
会
計
や
道
具
の
新
調

や
修
繕
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
終
了
後
、
組
頭
筆
頭
も
寄
合
の
中
に
入
り
、
取
締
、
組
頭
双

方
の
要
望
等
を
協
議
す
る
。
行
司
に
報
告
す
る
内
容
が
あ
れ
ば
、
後
日
行
司
に
報
告
す
る
。

第
一
紀
小
竹
会
場
を
宿
に
し
て
い
る
。

　

十
月
二
日
に
十
月
三
日
以
降
の
祭
礼
に
向
け
て
最
終
確
認
を
す
る
た
め
総
寄
合
を
開
催
す
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る
。
初
寄
合
同
様
総
代
以
下
役
員
全
員
が
出
席
す
る
。

　

十
月
三
日
の
日
中
、
組
頭
と
取
締
で
四
つ
太
鼓
と

屋
台
の
組
立
て
を
行
う
。
夜
に
は
肩
慣
ら
し
と
称
し

地
下
ま
わ
り
を
す
る
。

　

十
月
五
日
の
宮
入
後
、
地
下
に
戻
っ
て
き
て
一
一

時
頃
ま
で
四
つ
太
鼓
を
押
す
。

　

十
月
六
日
は
、
夕
方
ま
で
寄
付
者
宅
に
獅
子
舞
を

披
露
す
る
。
そ
の
間
に
祭
礼
用
具
の
片
付
け
を
行
い
、

夜
に
慰
労
会
を
行
う
。

　

奉
納
芸
能
は
獅
子
舞
で
あ
る
。
主
な
祭
礼
用
具
と

し
て
、
傘
鉾
、
幟
、
屋
台
、
四
つ
太
鼓
大
一
基
・
小

一
基
、
高
張
提
灯
、
弓
張
提
灯
が
あ
る
。

　

担
当
が
固
定
し
て
お
り
、
幟
を
担
当
し
た
翌
年
に

屋
台
を
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
加
入
し
て
担
当
が
決
ま
る
と
そ
れ
か
ら
同
じ
担
当

を
す
る
。

　

傘
鉾
は
、
十
月
四
日
の
朝
に
会
場
で
組
み
立
て
て
神
社
へ
運
ぶ
。

　

名
屋
組
と
の
間
で
獅
子
舞
を
双
方
で
披
露
す
る
し
き
た
り
が
あ
る
。
十
月
一
日
の
一
九
時

三
〇
分
頃
に
、
名
屋
組
の
宿
へ
行
き
獅
子
舞
を
披
露
す
る
。
十
月
二
日
は
、
名
屋
組
が
一
九

時
三
〇
分
頃
に
紀
小
竹
組
の
宿
に
来
て
、
名
屋
組
が
獅
子
舞
を
披
露
す
る
。
い
つ
頃
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

御
坊
町

　

行
政
区
画
の
御
坊
市
御
坊
と
氏
子
域
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
北
東
か
ら
東
側
は
御
坊
市

島
に
接
し
、
そ
れ
以
外
は
御
坊
市
薗
に
接
し
て
い
る
。
東
か
ら
南
側
は
下
川
が
御
坊
の
町
を

取
り
囲
む
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。

　

御
坊
町
の
中
で
東
上
、
東
下
、
中
上
、
中
下
、
西
上
、
西
下
、
古
寺
内
の
七
つ
の
組
に
分

か
れ
て
い
る
。
古
寺
内
を
除
く
六
組
が
獅
子
舞
、
四
つ
太
鼓
、
奴
踊
を
一
年
交
代
の
輸
番
制

で
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成
三
十
年
は
屋
台
（
獅
子
舞
）
を
東
下
組
、
四
つ
太
鼓
は
中

下
組
、
奴
踊
は
西
上
組
が
務
め
た
。

　
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
御
坊
村
の
項
に
「
町
屋
南
北
を
竪
と
し
東
西
を
横
と
し
竪
三
筋
あ
り

東
町 

中
町 

西
町
と
云
ふ　

横
二
筋
横
町 

南
横
町
と
い
ふ　

其
外
横
筋
に
小
路
多
し　

村
の

西
端
少
し
離
れ
た
る
を
古
寺
内
と
い
ひ
て
薗
浦
の
領
に
あ
り
て
總
て
南
北
四
町
許
東
西
も
大

抵
同
し
」
と
あ
り
、
現
在
も
当
時
の
町
割
り
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。

　

御
坊
祭
に
は
開
始
当
初
か
ら
加
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
の
記
録
を

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
書
き
写
し
た
「
御
宝
物
之
覚
」（
薗
喜
太
夫
家
文
書
）
に
「
地

下
の
笠
鉾
其
次
御
坊
笠
鉾
」
と
あ
り
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
「
御
坊
村
御
用
留
」（
薗

浦
八
幡
宮
祭
礼
縺
合
和
談
の
事
）
に
は
、
亥
年
（
一
八
五
一
）
の
祭
礼
参
加
組
と
し
て
「
御
坊

村
」
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
中
期
か
ら
祭
礼
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

主
な
役
職
は
、
行
司
三
人
、
取
締
七
人
、
先
奴
一
人
、
鬼
、
組
頭
、
若
中
が
あ
る
。
神
社

の
役
と
し
て
、
氏
子
総
代
四
人
、
神
輿
舁
き
三
人
が
あ
る
。

　

行
司
が
三
名
、
取
締
が
七
名
で
あ
る
。
取
締
は
七
つ
の
組
か
ら
一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
、
祭

礼
全
体
の
実
務
を
取
り
仕
切
る
。
祭
礼
用
具
の
管
理
も
取
締
が
行
っ
て
い
る
。

　

取
締
の
下
に
若
中
が
あ
り
、
若
中
の
上
位
の
役
職
を
組
頭
と
呼
び
各
組
三
人
程
度
で
あ
る
。

　

宿
は
、
殿
中
宿
と
若
中
宿
が
あ
る
。
殿
中
宿
は
、
日
高
別
院
内
の
御
堂
会
館
で
九
月
二
十

日
頃
の
宿
開
き
後
、
毎
夜
、
七
組
の
取
締
が
詰
め
、
諸
準
備
が
行
わ
れ
る
。
取
締
の
間
で
の

決
定
事
項
は
、
各
若
中
へ
伝
達
さ
れ
、
記
録
さ
れ
る
。
宿
開
き
当
日
、
行
司
と
取
締
の
寄
合

が
行
わ
れ
、
行
司
か
ら
祭
典
行
司
会
で
の
決
定
事
項
が
伝
達
さ
れ
る
。
そ
の
翌
日
、
取
締
と

組
頭
の
寄
合
が
あ
り
、
取
締
か
ら
組
頭
に
祭
典
行
司
会
で
の
決
定
事
項
、
諸
連
絡
が
伝
え
ら

れ
る
。

　

殿
中
宿
と
は
別
に
若
中
宿
が
定
め
ら
れ
る
。
七
組
ご
と
に
場
所
を
決
め
、
若
中
の
宿
と
す
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る
。
宿
に
な
る
場
所
は
、
固
定
し
て
い
る
組
も
あ
れ
ば
、
年
ご
と
に
変
わ
る
組
も
あ
る
。
宿

開
き
の
時
期
も
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
殿
中
宿
の
宿
開
き
ま
で
に
は
開
く
。
と
く
に
、
四
つ
太
鼓

や
獅
子
舞
の
当
番
に
な
っ
て
い
る
組
は
、
練
習
す
る
た
め
早
く
か
ら
宿
を
開
く
。

　

奉
納
芸
能
と
し
て
、
奴
踊
、
獅
子
舞
が
あ
る
。
ま
た
、
御
坊
町
の
住
民
に
よ
っ
て
継
承
さ

れ
て
き
た
芸
能
と
し
て
戯
瓢
踊
が
あ
る
。
御
坊
町
に
住
む
五
十
歳
以
上
の
男
性
で
構
成
さ
れ

て
い
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
戯
瓢
踊
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
現
在
は
別
組

織
と
な
っ
て
い
る
。
主
な
祭
礼
用
具
と
し
て
、
傘
鉾
、
幟
、
猩
々
の
額
、
屋
台
、
四
つ
太
鼓

一
基
、
高
張
提
灯
、
弓
張
提
灯
が
あ
る
。

　

祭
札
の
翌
日
、
獅
子
舞
の
当
番
組
が
御
坊
町
の
全
戸
で
獅
子
を
舞
う
。

　

祭
礼
費
は
組
ご
と
に
若
中
で
集
め
て
殿
中
宿
へ
持
っ
て
く
る
。

　

奴
装
束
に
付
け
る
紙
製
の
鳥
居
の
町
印
は
、
取
締
が
手
作
り
で
作
成
す
る
。
町
印
は
祭
礼

参
加
者
に
販
売
す
る
。

  

七
組
そ
れ
ぞ
れ
で
祭
礼
の
役
職
、
氏
名
を
書
き
上
げ
た
連
名
簿
を
作
成
し
、
取
締
へ
持
参

し
、
九
月
二
十
九
日
頃
に
神
社
で
ま
と
め
て
清
祓
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
に
よ
り
連
名
簿
の
記

載
者
が
社
参
し
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

　

十
月
四
日
、
御
坊
町
は
、
日
高
別
院
に
お
い
て
独
自
の
祭
り
を
行
う
。
こ
の
祭
礼
は
「
宿す
く
ね禰

祭ま
つ
り」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
御
坊
町
の
傘
鉾
は
、
十
月
三
日
の
朝
に
総
代
の
家
の
前
へ
麻
製

の
傘
鉾
を
た
て
、
夜
に
は
片
付

け
る
。
四
日
の
朝
、
本
幕
（
刺

繍
）
の
傘
鉾
を
立
て
、
五
日
朝

に
小
竹
八
幡
神
社
へ
運
び
入

れ
る
。

名
屋
組

　

御
坊
市
名
屋
、
名
屋
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
と
氏
子
域
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
名
屋
町

三
丁
目
の
一
部
は
中
組
の
氏
子
域
で
あ
る
。
名
屋
西
会
（
約
五
十
軒
）
と
名
屋
東
会
（
三
十

五
軒
）
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
祭
礼
に
は
合
同
で
参
加
す
る
。
東
側
か
ら
南
側
に
か
け
て
は

日
高
川
が
流
れ
、
西
側
は
西
川
が
流
れ
て
い
る
。

　
『
名
屋
浦
鑑
』『
紀
伊
続
風
土
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
名
屋
は
も
と
も
と
日
高
川
の
東
（
左

岸
）
に
あ
り
、
塩
屋
浦
と
接
し
、
南
塩
屋
の
武
塔
天
神
社
（
現
須
佐
神
社
）
の
氏
子
で
、
元

和
六
年
（
一
六
二
〇
）
の
洪
水
以
降
、
日
高
川
筋
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
現
在
の

地
に
移
り
、
塩
屋
浦
と
川
を
隔
て
て
川
の
西
（
右
岸
）
に
な
っ
た
と
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、

日
高
川
上
流
の
紀
道
神
社
が
洪
水
で
二
度
に
わ
た
り
名
屋
浦
に
あ
る
松
の
木
に
漂
流
し
、
そ

れ
が
縁
で
「
本
社
は
三
百
瀬
村
に
還
し
別
に
此
地
に
勧
請
し
て
船
付
明
神
と
崇
め
産
土
神
」

（『
紀
伊
続
風
土
記
』）
と
し
た
。
名
屋
組
の
幟
の
中
に
も
「
船
付
大
明
神
」「
紀
道
大
明
神
」

と
染
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

　

名
屋
浦
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
文
書
に
「
御
坊
町
十
七
艘
、
薗
浦
二
十
九
艘
、
名

屋
浦
十
六
艘
」
の
廻
船
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
神
社
合
祀
に
よ
り
小
竹
八
幡
神
社
の
氏
子
に
な
り
、
そ

の
後
に
祭
礼
に
加
わ
っ
た
。
当
初
は
幟
だ
け
の
参
加
で
、
大
正
時
代
末
頃
か
ら
幟
、
傘
鉾
、

屋
台
を
整
え
て
参
加
し
た
と
い
う
。
過
去
、
度
々
水
害
の
被
害
に
遭
っ
て
お
り
、
特
に
昭
和

二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
水
害
で
は
祭
礼
用
具
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
し
ば
ら
く

は
幟
一
本
で
参
加
し
て
い
た
。
四
つ
太
鼓
の
参
加
は
、
昭
和
二
十
八
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

主
な
役
職
は
、
行
司
二
人
、
世
話
人
、
若
頭
、
若
中
で
あ
る
。
神
社
の
役
と
し
て
、
氏
子

総
代
二
人
、
神
輿
舁
き
二
人
が
あ
る
。

　

氏
子
総
代
、
行
司
は
名
屋
西
会
と
東
会
か
ら
一
人
ず
つ
出
し
て
い
た
が
、
現
在
は
特
に
決

ま
っ
て
い
な
い
。
総
代
、
行
司
の
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
役
職
を
退
く
と
き
は
、
退

く
人
が
後
任
者
を
選
任
す
る
。
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世
話
人
は
、
約
四
十
歳
以
上
の
男
性
が
務
め
、
約
二
十
人
以
上
い
る
。

　

若
中
は
、
約
四
十
歳
ま
で
の
年
齢
で
学
生
を
卒
業
し
て
働
き
だ
す
と
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
若
中
の
中
で
上
位
の
役
職
を
若
頭
と
呼
ん
で
い
る
。

　

人
数
が
少
な
い
の
で
、
総
代
、
行
司
は
名
屋
在
住
者
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
世
話
人
、

若
中
は
名
屋
在
住
者
に
限
っ
て
い
な
い
。
祭
礼
当
日
も
名
屋
地
区
以
外
の
参
加
者
も
多
く
見

ら
れ
る
。

　

神
輿
舁
き
は
、
ど
こ
の
役
職
か
ら
と
は
決
ま
っ
て
い
な
く
立
候
補
制
で
あ
る
。
今
は
、
四

十
歳
前
後
が
多
い
。

　

宿
は
名
屋
会
場
の
一
か
所
で
会
計
も
同
じ
で
あ
る
。

　

総
寄
合
と
呼
ば
れ
る
初
寄
合
は
、
九
月
十
日
前
後
に
総
代
以
下
役
員
全
員
が
参
加
し
て
開

催
す
る
。

　

総
寄
合
の
約
一
週
間
後
の
九
月
中
旬
に
宿
開
き
を
し
、
練
習
を
開
始
す
る
。

　

奉
納
す
る
芸
能
は
、
獅
子
舞
で
あ
る
。
主
な
祭
礼
用
具
は
、
傘
鉾
、
幟
、
屋
台
、
四
つ
太

鼓
一
基
、
高
張
提
灯
、
弓
張
提
灯
で
あ
る
。

　

屋
台
は
、
世
話
人
が
中
心
と
な
っ
て
担
ぐ
。

　

四
つ
太
鼓
の
乗
り
子
は
、
名
屋
組
内
で
乗
り
子
を
募
集
し
、

初
寄
合
の
日
に
希
望
す
る
保
護
者
に
き
て
も
ら
う
。
希
望
者

が
多
い
場
合
は
、
年
齢
等
を
考
慮
し
て
選
定
す
る
。
最
終
決

定
権
は
、
行
司
に
あ
る
。

　

傘
鉾
は
、
幟
立
て
の
際
に
組
み
立
て
、
総
代
宅
に
立
て
る
。

　

幟
の
先
に
つ
け
る
笹
は
、
九
月
三
十
日
頃
に
若
中
で
切
り

に
い
く
。

　

紀
小
竹
組
、
上
組
と
の
間
で
獅
子
舞
を
双
方
で
披
露
す
る

し
き
た
り
が
あ
る
。
十
月
一
日
の
一
九
時
三
〇
分
頃
に
、
紀

小
竹
組
が
名
屋
組
の
宿
を
訪
問
し
、
獅
子
舞
を
披
露
す
る
。

続
い
て
名
屋
組
は
、
上
組
の
宿
に
赴
き
、
獅
子
舞
を
披
露
す
る
。
十
月
二
日
は
、
名
屋
組
が

一
九
時
半
頃
に
紀
小
竹
組
を
訪
れ
、
獅
子
舞
を
披
露
す
る
。
名
屋
組
は
自
ら
の
宿
に
戻
る
と
、

上
組
が
名
屋
組
の
宿
で
獅
子
舞
を
披
露
す
る
。

東
薗
組

　

御
坊
市
薗
の
南
東
部
及
び
御
坊
市
島
の
南
部
に
位
置
し
、
東
側
は
日
高
川
が
流
れ
る
。
御

坊
祭
の
氏
子
域
で
は
、
東
側
に
位
置
し
て
い
る
。

　

祭
礼
に
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
参
加
当
初
は
中
組
よ
り
獅

子
舞
等
の
指
導
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
代
に
は
「
薗
組

の
獅
子
舞
保
存
会
」
を
結
成
し
、
祭
礼
の
時
だ
け
で
な
く
芸
能
大
会
等
に
も
積
極
的
に
参
加

し
た
。

　

主
な
役
職
と
し
て
、
行
司
三
人
、
鬼
二
人
、
取
締
、
世
話
人
、
若
中
、
子
供
中
が
あ
る
。

神
社
の
役
と
し
て
、
氏
子
総
代
二
人
、
神
輿
舁
き
二
人
が
あ
る
。

　

氏
子
総
代
は
二
人
で
自
治
連
合
会
で
決
め
る
。

　

行
司
は
三
人
で
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。

　

取
締
は
、
若
中
を
退
い
た
三
十
歳
後
半
以
降
の
男
性
で
、
祭
礼
全
般
に
お
け
る
世
話
役
を

担
当
す
る
。

　

世
話
人
は
、
幟
、
屋
台
、
四
つ
太
鼓
、
本
部
会
計
、
本
部
事
務
局
等
各
担
当
の
責
任
者
で

あ
る
。

　

若
中
は
、
高
校
卒
業
後
に
加
入
で
き
、
主
に
獅
子
舞
、
幟
、
音
頭
、
太
鼓
、
笛
等
を
担
当

す
る
。
若
中
の
中
で
上
位
の
役
職
を
若
中
頭
ま
た
は
組
頭
と
呼
ぶ
。

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
は
子
供
中
と
し
て
、
纏
持
ち
、
笛
、
獅
子
舞
等
を
担
当
す
る
。
小
さ

い
と
き
か
ら
獅
子
舞
、
幟
等
専
門
的
に
稽
古
し
、
若
中
に
な
っ
た
と
き
に
は
一
人
前
に
な
っ

て
い
る
。

　

取
締
に
な
る
と
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
。
他
組
に
比
べ
て
祭
礼
の
参
加
者
が
多
く
、
若
い
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人
の
参
加
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
他
組
よ
り
も

早
く
か
ら
女
性
が
笛
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。

　

宿
は
一
か
所
で
集
会
所
を
宿
に
し
て
い
る
。

　

奉
納
芸
能
は
、
獅
子
舞
で
あ
る
。
主
な
祭
礼
用
具
と

し
て
、
傘
鉾
、
幟
、
屋
台
、
四
つ
太
鼓
大
一
基
・
小
一

基
、
高
張
提
灯
、
弓
張
提
灯
が
あ
る
。

　

屋
台
や
幟
の
棹
は
、
水
害
で
も
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
普
段
は
常
照
寺
の
天
井
近
く
に
滑
車
で
吊
り
上

げ
て
保
管
し
て
い
る
。
祭
礼
日
に
近
く
な
る
と
天
井
か

ら
下
ろ
し
、
そ
の
日
の
夜
に
祭
り
前
の
総
会
を
開
く
。

　

幟
は
九
月
三
十
日
の
夜
に
立
て
る
場
所
へ
運
び
、
十

月
一
日
〇
時
に
な
っ
た
と
き
、
五
反
幟
は
宿
の
前
に
、

そ
れ
以
外
の
三
反
、
二
反
幟
は
組
の
境
界
に
立
て
る
。

　

幟
を
立
て
る
と
き
に
、
傘
鉾
も
筆
頭
総
代
の
家
の
前

へ
立
て
る
。

　

十
月
六
日
に
は
、
午
前
中
は
氏
子
組
の
中
、
午
後
は

氏
子
組
の
外
で
寄
付
者
宅
に
獅
子
舞
を
披
露
す
る
お

礼
ま
わ
り
を
す
る
。

　

十
月
末
ま
た
は
十
一
月
上
旬
に
反
省
会
を
開
催
し
会
計
報
告
す
る
。

春
日
組

　

御
坊
市
島
の
北
部
に
位
置
し
、
北
側
は
御
坊
市
湯
川
町
財
部
、
藤
田
町
吉
田
、
西
側
は
御

坊
市
薗
、
南
西
側
で
御
坊
市
御
坊
に
接
す
る
。
東
側
は
日
高
川
が
流
れ
て
い
る
。

　

御
坊
祭
の
氏
子
域
で
は
、
北
東
側
に
位
置
し
、
西
側
は
紀
小
竹
組
、
南
側
は
島
組
、
南
西

側
で
一
部
御
坊
町
と
接
し
て
い
る
。

　
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
島
村
の
項
に
「
舊
日
高
川
の
中
洲
な
り
し
地
な
れ
は
島
の
名
あ
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
日
高
川
が
ほ
ぼ
現
在
と
同
じ
流
路
に
な
っ
た
江
戸
時
代
の
初
頭
ま
で
は
、

分
流
し
た
日
高
川
の
中
洲
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
熊
野
街
道
が
南

北
に
通
っ
て
い
た
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
春
日
明
神
社
の
項
に
「
村
の
北
宮
前
に
あ
り
一
村

の
氏
神
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
在
の
日
高
高
校
敷
地
内
に
春
日
神
社
が
地
域
の
氏
神
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
た
。
春
日
神
社
の
祭
礼
で
は
、
雀
踊
な
ど
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
幟
の
中
に
も
「
春
日
大
明
神
」
と
染
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
春
日
神
社
は
明
治

四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
小
竹
八
幡
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　

御
坊
祭
へ
は
昭
和
三
十
年
代
に
参
加
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
中
断
し
、
平
成
十
六
年
（
二

〇
〇
四
）
よ
り
再
び
参
加
、
一
年
目
は
、
幟
の
み
で
あ
っ
た
が
、
二
年
目
に
四
つ
太
鼓
が
加

わ
り
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
獅
子
舞
を
奉
納
し
て
い
る
。
地
域
外
に
住
ん
で
い

る
人
も
参
加
し
て
い
る
。

　

主
な
役
職
は
、
行
司
二
人
、
行
司
世
話
役
二
人
か
ら
四
人
、
取
締
役
筆
頭 

一
人
、
取
締
役

で
あ
る
。
神
社
の
役
と
し
て
、
氏
子
総
代
二
人
、
神
輿
舁
き
一
人
が
あ
る
。

　

行
司
が
二
人
で
そ
の
内
一
人
が
統
括
行
司
を
務
め
る
。
行
司
世
話
役
は
、
組
の
世
話
係
で

日
程
調
整
や
総
会
の
配
布
物
な
ど
全
体
の
運
営
に
か
か
る
諸
準
備
を
行
う
。
任
期
は
特
に
定

め
て
い
な
い
。

　

取
締
役
は
四
つ
太
鼓
頭
、
幟
頭
、
屋
台
頭
等
の
役
職
の
総
称
で
あ
る
。
取
締
役
と
は
呼
ば

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
で
呼
ぶ
こ
と
の
方
が
多
い
。
取
締
役
の
中
で
筆
頭
が
一
人
置
か
れ
る
。

　

春
日
組
は
、
御
坊
祭
に
再
び
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
近
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祭

礼
組
織
の
役
職
は
固
定
し
て
お
ら
ず
、
八
月
下
旬
に
開
催
す
る
執
行
部
会
で
役
職
、
役
員
を

決
め
て
い
る
。
役
員
の
人
選
に
あ
た
っ
て
は
、
年
齢
や
男
女
の
区
別
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
執

行
部
会
は
、
四
十
人
か
ら
五
十
人
程
度
出
席
し
、
日
程
や
改
善
点
を
協
議
す
る
。

　

宿
は
、
本
宿
と
若
中
宿
を
開
き
、
本
宿
は
春
日
会
場
で
本
部
と
な
り
、
若
中
宿
は
練
習
会

場
と
い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
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本
宿
の
宿
開
き
が
九
月
十
日
頃
に
行
わ
れ
、
執
行
部
会
で
決
ま
っ
た
日
程
、
総
代
会
、
行

司
会
で
決
議
事
項
が
伝
達
さ
れ
る
。

　

全
体
総
会
が
九
月
二
十
日
頃
に
行
わ
れ
、
各
担
当
の
頭
か
ら
状
況
の
中
間
報
告
と
幟
や
乗

り
子
の
審
査
の
日
程
を
決
め
る
。

　

最
終
全
体
総
会
が
九
月
下
旬
に
行
わ
れ
、
今
後
の
日
程
の
報
告
と
審
査
を
通
っ
た
乗
り
子

の
任
命
式
が
行
わ
れ
る
。

　

九
月
中
旬
に
若
中
宿
を
開
き
、
練
習
が
開
始
さ
れ
る
。

　

奉
納
芸
能
は
、
獅
子
舞
で
あ
る
。
主
な
祭
礼
用
具
は
、
傘
鉾
、
幟
、
屋
台
、
四
つ
太
鼓
大

一
基
・
小
一
基
、
高
張
提
灯
、
弓
張
提
灯
で
あ
る
。

　

四
つ
太
鼓
の
乗
り
子
は
希
望
制
を
と
っ
て
い
る
。
練
習
開
始
ま
で
に
七
人
か
ら
八
人
程
度

募
集
す
る
。
九
月
後
半
に
乗
り
子
の
審
査
が
あ
る
。
役
員
等
で
審
査
し
、
最
終
全
体
総
会
で

任
命
式
を
行
う
。
任
命
式
で
は
、
任
命
書
が
統
括
行
司
か
ら
乗
り
子
に
手
渡
さ
れ
る
。

　

四
つ
太
鼓
の
組
立
て
は
、
仮
組
み
は
若
中
宿
開
き
の
際
に
行
い
、
全
体
総
会
を
開
催
す
る

頃
に
、
完
全
に
組
み
立
て
る
。

　

十
月
一
日
か
ら
三
日
の
う
ち
二
日
間
ほ
ど
、

地
下
ま
わ
り
を
す
る
。
日
程
は
、
天
候
等
で

判
断
す
る
。

　

幟
立
て
は
、
九
月
三
十
日
に
準
備
し
、
十

月
一
日
の
〇
時
に
幟
を
立
て
る
。

　

傘
鉾
は
、
幟
立
て
と
同
時
に
本
宿
の
春
日
会

場
前
へ
立
て
る
。
十
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で

は
、
宿
を
開
け
る
と
き
だ
け
傘
鉾
を
立
て
る
。

　

高
張
提
灯
は
、
次
年
度
の
乗
り
子
候
補
の

子
供
が
担
当
す
る
。

上
組

　

御
坊
市
薗
の
北
西
部
、
北
側
は
御
坊
市
湯
川
町
財
部
、
西
側
は
美
浜
町
に
隣
接
す
る
。

　

御
坊
祭
の
氏
子
域
で
は
、
北
西
側
に
位
置
し
、
東
側
は
紀
小
竹
組
、
南
東
側
は
御
坊
町
、

南
側
は
中
組
に
接
す
る
。
古
く
か
ら
の
家
や
商
店
は
南
側
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
代
に
入

る
と
北
側
に
も
氏
子
域
が
拡
大
し
て
き
た
。
組
の
通
称
名
を
「
椿
」
と
い
う
。

　

地
域
内
に
「
元
宮
」
と
呼
ば
れ
る
小
竹
八
幡
神
社
が
現
在
地
に
移
る
以
前
の
旧
跡
が
あ
る
。

そ
の
由
緒
か
ら
「
御
輿
副
」
と
称
し
、
神
輿
の
警
護
を
す
る
役
割
が
あ
る
。
渡
御
で
は
、
氏

子
組
の
中
で
上
組
の
幟
、
屋
台
だ
け
が
神
輿
の
前
を
進
む
。
宮
入
は
最
後
に
行
い
、
上
組
の

芸
能
の
奉
納
が
終
わ
る
と
神
輿
と
屋
台
が
し
ば
ら
く
練
っ
た
後
に
還
御
し
祭
礼
が
終
了
す
る
。

「
八
幡
宮
御
神
前
」
と
染
め
ら
れ
た
神
社
幟
を
立
て
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
な
お
、
九
月
二

十
五
日
頃
に
元
宮
の
掃
除
を
す
る
。

　

嘉
永
六
年
「
薗
浦
八
幡
宮
祭
礼
縺
合
和
談
の
事
」
に
は
、
嘉
永
四
年
の
祭
礼
参
加
組
と
し

て
「
薗
田
」「
新
薗
川
」
の
名
が
み
え
、
上
組
の
氏
子
域
の
南
部
に
「
上
薗
田
」「
下
薗
田
」

「
東
新
薗
」「
西
新
薗
」
と
い
う
字
名
が
あ
り
、
額
に
も
「
楚
の
多
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
江

戸
時
代
に
は
、「
薗
田
」
と
「
新
薗
川
」
と
い
う
組
が
参
加
し
、
あ
る
時
期
に
合
併
し
て
「
上

組
」
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

主
な
役
職
と
し
て
、
行
司
三
人
、
先
奴
一
人
、
世
話
人
、
若
頭
筆
頭
、
若
中
が
あ
る
。
神

社
の
役
と
し
て
、
氏
子
総
代
二
人
、
神
輿
舁
き
四
人
が
出
る
。

　

氏
子
総
代
は
二
人
で
、
行
司
経
験
者
が
多
い
。
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
初
寄
合
等

に
も
出
席
す
る
。

　

行
司
は
三
人
で
、
年
齢
は
五
十
代
が
多
い
。
任
期
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
世
話
人
の
中

か
ら
年
齢
等
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
。

　

世
話
人
は
、
若
中
を
四
十
歳
で
退
い
た
後
、
一
、
二
年
経
過
し
て
加
入
す
る
。
屋
台
、
奴

踊
の
歌
い
手
を
主
に
担
当
す
る
。
そ
の
他
、
先
奴
、
額
、
傘
鉾
の
担
当
も
世
話
人
が
務
め
る
。

　

若
中
は
、
高
校
生
を
卒
業
し
た
十
八
歳
か
ら
四
十
歳
（
昔
は
三
十
五
歳
）
ま
で
の
社
会
人
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で
構
成
さ
れ
、
四
つ
太
鼓
、
獅
子
舞
の
舞
い
手
、
幟
な
ど
を
担
当
す
る
。

　

若
中
の
中
で
の
上
位
の
役
職
が
若
頭
筆
頭
で
三
十
歳
半
ば
の
者
が
約
二
年
担
当
す
る
。
若

頭
筆
頭
は
若
中
を
取
り
ま
と
め
、
世
話
人
、
行
司
へ
の
諸
連
絡
、
協
議
等
を
行
う
。

　

宿
は
、
世
話
人
宿
と
若
中
宿
、
会
計
も
宿
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

世
話
人
宿
は
、
空
き
家
を
借
り
る
。
若
中
の
用
事
が
あ
る
と
き
に
、
若
頭
筆
頭
が
世
話
人

宿
へ
訪
れ
、
世
話
人
の
意
見
を
伝
え
る
。
行
司
も
世
話
人
宿
に
顔
を
出
す
。

　

若
中
は
椿
会
場
を
宿
に
し
、
そ
こ
で
諸
準
備
や
四
つ
太
鼓
、
獅
子
舞
の
稽
古
を
行
う
。
世

話
人
と
若
中
と
合
同
で
初
寄
合
を
若
中
の
宿
で
開
催
す
る
。

　

奉
納
芸
能
は
、
奴
踊
と
獅
子
舞
で
あ
る
。
主
な
祭
礼
用
具
は
、
傘
鉾
、
幟
、
額
、
屋
台
、

四
つ
太
鼓
大
一
基
・
小
一
基
、
高
張
提
灯
（
纏
）、
弓
張
提
灯
で
あ
る
。

　

獅
子
の
舞
い
手
は
二
十
代
前
半

が
多
い
。
笛
は
高
校
生
、
若
中
。

　

四
つ
太
鼓
の
乗
り
子
は
、
回
覧
板

で
希
望
者
を
募
る
。
希
望
者
が
多

い
と
き
は
、
抽
選
す
る
。
合
同
寄
合

の
翌
日
か
翌
々
日
に
決
定
す
る
。

　

傘
鉾
は
、
十
月
四
日
の
朝
、
会
場

で
組
立
て
、
神
社
へ
運
ぶ
。

　

名
屋
組
と
の
間
で
獅
子
舞
を
双

方
で
披
露
す
る
し
き
た
り
が
あ
る
。

十
月
二
日
の
夜
、
名
屋
組
の
宿
を
訪

問
し
、
獅
子
舞
を
披
露
す
る
。
十
月

一
日
は
、
名
屋
組
が
上
組
の
宿
を
訪

ね
、
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
る
。

島
組

　

御
坊
市
島
の
中
南
部
に
位
置
し
、
西
側
は
御
坊
市
御
坊
に
接
し
て
い
る
。
東
側
は
日
高
川

が
流
れ
て
い
る
。
御
坊
祭
の
氏
子
区
域
で
は
、
東
側
に
位
置
し
、
北
側
は
春
日
組
、
西
側
は

御
坊
町
、
南
側
は
東
薗
組
と
接
し
て
い
る
。

　

現
在
は
祭
礼
の
神
事
の
み
参
加
で
、
奉
納
芸
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

現
在
の
日
高
高
校
敷
地
内
に
春
日
神
社
が
地
域
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
。

　

春
日
神
社
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
小
竹
八
幡
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
御
坊
祭
へ

は
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
代
に
四
つ
太
鼓
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
中
断
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
神
社
の
役
と
し
て
氏
子
総
代
二
人
と
神
輿
昇
き
三
人
が
出
る
。
祭
礼
の
神
事
の

み
参
加
し
て
い
る
が
、
奉
納
芸
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。
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